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(2)昭和６０年・平成７年と比較すると晩産化している

資料） 厚生労働省「人口動態統計」
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資料） 厚生労働省「人口動態統計」

出生数は、全国で865,239人で前年より53,161人減少した。本県は13,305人で前年より
996人減少している。
出生率（人口千対）は全国7.0、本県7.7で、全国は前年から0.4ポイントの減、本県も

0.5ポイント減少している。

(1) 令和元年は、本県の出生数は前年より９９６人減、出生率は７．７で前年より
０．５ポイントの減

出生率（人口千対）を母の年齢（５歳階級）別に前年比でみると、全ての年齢階級で
減少している。
第１子の出生率を母の年齢（５歳階級）別に昭和60年、平成7年と令和元年で比較して

みると、30歳代が特に増加傾向であり、晩産化がうかがえる。

令和元年

昭和60年

平成7年



(3) 本県の合計特殊出生率は１．６０で、前年から０．０９ポイントの減

S60 H2 7 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1

全 国 1.761.541.421.361.331.321.291.291.261.321.341.371.371.391.391.411.431.421.451.441.431.421.36

熊本県 1.851.651.611.561.521.501.481.471.461.501.541.581.581.621.621.621.651.641.681.661.671.691.60
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(4) 出生場所は99.8％が医療施設
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資料） 厚生労働省「人口動態統計」

資料） 厚生労働省「人口動態統計」

合計特殊出生率は、令和元年は全国は1.36、本県1.60で、全国は前年より0.06ポイン

トの減、本県は0.09ポイントの減である。（合計特殊出生率とはその年次の15歳から49歳までの女性の

年齢別出生率を合計したもので、１人の女性が仮にその年次の年齢別出生率で一生の間に生むとしたときの子ども数に

相当する。）

また、本県の出生順位別出生率は、令和元年は第1子ほか全て出生順位で減少傾向と
なった。

令和元年は病院・診療所・

助産所の医療施設における出

生が99.8％を占めており、自

宅、その他での出生は0.2%で

ある。平成以降その傾向が続

いている。

熊本県

全国
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(5) 出生時体重が２．５kg未満の出生児割合は前年より０．１ポイントの増加
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資料） 厚生労働省「人口動態統計」

出生時体重別割合の年次推移をみると、体重が2.5kg未満の出生児の割合は9.1ポイン
トで、前年より0.1ポイントの増加となっている。
低体重児（2.5kg未満）の総出生児に対する割合を、母の年齢階級別に昭和60年・平成
7年と比較すると、25～29歳、30～34歳、35～39歳で低体重児を出生する割合が高くなっ
ている。

19歳以下 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40歳以上

S60 8.4 6.1 5.6 6.0 8.7 12.5

H7 11.9 8.1 6.5 7.0 8.5 11.2

R1 10.1 6.9 8.9 8.9 10.3 10.7
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